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著
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仁
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F
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P
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β
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亡

已
く
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諾
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吋

蒜
∽

S

美

濃

口

時

次

郎

米
国
の

人
口

統
計
学
者
と

し

て

知
ら

れ
て

い

る

プ

リ
ン

ス

ト
ン

大
草
人

口

研
究
部
の

ト

イ
バ

ー

女
史
の

『

日

本
の

人
口
』

と

超
し

た

虞
翰
な

著
書

が

公

刊
さ
れ

た
｡

こ

の

書
は

第
一

部

現
代
以

前
の

時

期
の

人

口
､

第
二

部

移

行

期

(

一

八
五

二

-
一

九
一

八

年
)

､

第
三

部

人

口

の

欒

動
(

一

九
二

〇

-
一

九
五

五

年
)

､

第
四

部

移
動

､

第
五

部

領
土
の

瑛

張
､

第
六

部

自
然

攣
動

､

第
七

部

平
時
と

戦
時
と
の

人
口

､

第
八

部

過
去
と

将

来
と
の

七

部
に

分
け

て

古
代
か

ら

今
日
に

い

た

る

ま
で

の

わ

が

国
の

人
口

に

つ

い

て

分
析
を

行
っ

て

い

る

鮎
で

こ

れ

ま
で

に

類
例
の

な
い

著
書
で

あ

る

と

言

う
こ

と

が

で

き

る

が
､

し
か

し

著
者
に

よ

る

と

こ

の

書
は

｢

農
業
社
食
か

ら

都
市
工

業
社
合
に

い

た

る

移
行
期
に

お

け
る

人
口

と

社
禽
経
済
の

欒
革

と

の

間
の

関
係
に

つ

い

て

こ

れ

ま
で

に

西
洋
の

経
験
か

ら

得
ら

れ

た

法
則

が

東
洋
の

社
食

､

と

く

に

日

本
の

人
口

に

つ

い

て

適
用
さ

れ

る

か

ど

う
か

を

検
討
す
る

こ

と

を

目
的
に

し

て

い

る
+

の

で
､

本
書
の

分
析
は

こ

の

移

和り
～

行
期
と

見
ら
れ

る

徳
川

時
代
末
期
の

一

八

五
二

年
か

ら

今
日
に

い

た

る

ま

で

の

時
期
に

つ

い

て

行
わ

れ

て

い

る
｡

本
書
に

よ

る

と
､

西
洋
の

経
験
で

は
一

般
に

工

業
の

登
展
と

人
口

牽
動

と
の

間
に

は

必

然
の

関
係
が

あ
っ

て
､

エ

業
化
と

そ

れ

に

伴
れ
て

生

ず
る

都
市
化
と

を

随
伴
す
る

人
口

増
加
は

初
期
の

段
階
で

は

主
と

し
て

飢
饉
と

疫
病
と
の

減
少
と

平
時
の

死
亡

率
の

低
下
と

に

も

と
づ

い

て

生

ず
る

死
亡

率
の

低
下
に

よ
っ

て

緩
慢
に

進
行
し

て

祀
合
経
済
の

牽
革
が

よ

り

廣
汎
に

な

る
の

に

件
れ
て

よ

り

急
速
に

な
る

が
､

終
い

に

は

通

常
最
初
に

市
域
と

上

層
の

社

食
経
済
集
囲
と

に

現
わ
れ

る

出
生

率
の

低
下
が

死
亡

率
の

そ

れ

■
ヽ

ヽ

よ

り

も

よ

り

急
速
に

行
わ

れ

る

こ

と

に

な
っ

て

人
口

増

加
率
が

低
下
す
る

こ

と

に

な
っ

て

い

る

が
､

本
書
で

は

ま

ず
移
行
期
と

見
ら

れ

る
一

八

五
二

年
か

ら
一

九
一

八

年
に

い

た

る

期
間
に

つ

い

て

こ

の

法
則
が

わ

が

日

本
に

適
用
さ

れ

る

か

ど

う
か

を

検
討
し
て

､

こ

の

時
期
に

人
口

が
一

八

五
二

年

■

の

二

九
四

〇
萬
な
い

し

三
二

〇
〇
萬
人
か

ら
一

八

七
三

年
の

三

五

二

〇

常

人
､

一

九
一

八

年
の

五

五

〇
〇
萬
人
に

増
加
し
て

､

そ

の

年
増
加
率
が

一

八

七

〇
年
代

､

一

八

八

C

年
代
の

四

分
の

三

%
､

か

ら
一

八

九
〇
年
代
の

一

%
､

二

十
世
紀
の

最
初
の

二

十

年
間
の

一

･

五

%
に

高
ま
っ

て

い

る

と

同
時
に

､

工

業
の

覆
達
す
る

の

に

伴
れ

て

人
口

の

都

市
集

中
が

進

展
し

て
､

東
京

､

横
濱

､

名
古
屋

､

大
阪

､

京
都

､

神
戸
の

六

大
都
市
の

人
口

が

二

四

〇
萬
人
か

ら

六
一

〇
萬
人
に

増
加
し

て
､

絶
入
口

中
に

占
め
る

割

合
が

六

%
か

ら
一

一

%
に

高
ま
っ

た

こ

と

を

指
摘
し

た
の

に

硬
い

て
､

こ

の

時
期
の

日

本
の

人
口

増
加
の

仕
方
が

西
洋
の

場
合
と

臭
っ

て

い

る

こ

と

を

指
摘
し

て

次
ぎ
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
｡
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日

本
の

人
口

動
態
の

移
行
に

つ

い

て

の

基
本
問
題
は

出
生

率
に

関
す

る

も

の

で

あ

る
｡

家
族
制
限
の

技
術
は

疑
い

も

な

く
あ

ら

ゆ

る

文
化
に

存

在
し

て

い

る

が
､

し

か

し

日

本
の

嬰
兄
殺
の

慣
行
は

他
の

ア

ジ

ア

の

文
化

ヽ

ヽ

に

お

け
る

そ

れ

よ

り

も

よ

り

贋
く

弘
ま
つ

て

い

た

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

そ

の

上
に

日

本
で

は

経
済
現
代
化
の

初

期
か

ら

出

生

率
が

高

く

な
っ

て

い

る
｡

西
洋
で

は

幾
十
年
に

わ

た
っ

て

ま

た

幾
世

紀
に

わ

た
っ

て

さ

え
工

業

と

都
市
と
の

蔑
展
が

避
妊
の

慣
行
が

一

層
普
及
し

て

出
生

率
が

低
下
す
る

こ

と

を

意

味
し

て

い

た
｡

日

本
で

は

多
分
経
済
状
態
が

改
善
さ

れ

て

仕
事

の

横
合
が

多
く

七
っ

て

政
令
の

可
動
性
が

増
大
し

た

詰
果
そ

れ

に

伴
れ

て

家
族
制
限
の

行
わ

れ

る
こ

と

が

少
く

な
っ

た
｡

嬰
見
殺
を

行
う
理

由
が

工

業
社
含
の

嶺
展
す
る

の

に

伴
れ
て

少
く

な
っ

た
｡

村
の

中
で

か

れ

ら
の

親

の

後
を

纏
ぐ

必

要
の

な
い

子
供
達
が

費
展
し
て

い

る

都
市
に

､

農
業
以

外

の

仕
事
に

移
る

こ

と
が

で

き

る

よ

う
に

な
っ

た
｡

こ

の

よ

う
な

事
情
の

下

で

は

多
数
の

子

供
の

あ
る

こ

と
が

家
族
の

安
泰
の

基
礎
を

贋
く

す
る

と

と

も

に

長
男
と

相
横
着
と
の

華
南
を

害
す
る

よ

り

も

む

し

ろ

増
進
し

た
｡

+

そ

れ

か

ら
こ

の

書
は

第
二

部
で

一

九
二

〇
年
か

ら
一

九

五

五

年
に

い

た

る

期
間
の

人
口

の

攣
動
に

つ

い

て
､

ま

ず
日

本
の

人
口

が
一

九
二

〇

～
一

二

〇

年
間
に

五

五

四

〇
萬
人
か

ら

七
二

五

〇
萬
人
に

な
っ

て

人

す
な

わ

ち

三
一

%
､

一

九
三

五

-
一

九
四

五

年
の

二

〇

年

七

〇
常
人
か

ら

八

九
四

〇
萬
人
に

な
っ

て

二
一

〇
〇
甫
人

す

%
の

増
加
を

し

て

い

る

の

に
､

こ

の

時
期
に

は

経
済
の

成
長

ヽ

ヽ

加
よ

り
も

よ

り

急
速
で

あ
っ

た
こ

と

を

指
摘
し

て
､

こ

の

こ

る

事
賓
と

し
て

､

一

九
三

四

1
一

九
三

六

年
を

基
準
(

一

〇

と
､

一

九
三

五

-
一

九
四
四

年
の

十

年
間
の

増
加
が

人
口

が

七
･

九
%
で

あ
っ

た
の

に

封
し

て

工

業
生

産
が

七

八
･

八

で

あ
っ

た

こ

と
､

ま

た

終
戦
直
後
の

一

九
四
六

年
に

は

人
口

が

そ

れ
の

戦
前
の

水

準
を

一

〇
･

八

%

超
え

て

い

た
の

に

封
し

て
､

工

業
生

産
は

そ

れ
の

戦
前
の

水

準
よ

り

も

六

九
･

三

%

下
に

あ
っ

た

が
､

そ

の

後
は

経
済
が

急
速
に

快
復

し

て
､

一

九
五

五

年
に

は
一

九
三

四

-
一

九
三

六

年
を

基
準
(

一

〇
〇
)

と

し

た

指
数
が

工

業
生

産
で

は
一

三

〇
に

な
っ

て

い

る

の

に

封
し

て

人
口

の

指
数
が
一

一

八

に

な
っ

て

い

る

た

め
に

一

人
あ

た

り
の

資
質
所
得
が

一

一

三

に

な
っ

て
､

戦
前
の

最
高
水

準
で

あ
っ

た
一

九
三

九
年
の

そ
れ

に

等

し

く

な
っ

た
こ

と

を
果
丁

げ
て

い

る
｡

ま

た
こ

の

期
間
に

は

人
口

の

増

加
に

伴
れ

て

そ

れ
の

都
市
集
中
が

進
行

.

し

た
こ

と

を

指
摘
し
て
■､

人
口

一

高
人

以

上
の

市
町

村
の

人
口

線
数
が

一

九
二

〇
年
に

は
一

七

七

〇
萬
人
で

日

本
の

絶
入
ロ

の

三
一

･

九

%

で

あ
っ

た

の

に

封
し

て
､

一

九
三

〇
年
に

は
そ

れ

が

二

五

九
〇
萬
人
で

日

本
の

絶

人
口

の

四

〇
･

六

%
､

一

九

四

〇

年
に

は

そ

れ
が

三

六
五

〇
寓
人
で

日

本

の

総
人
口

の

五

〇
･

四

%

に

達
し

て

い

る
こ

と
､

ま

た

戦
後
に

も
一

九
五

五

年
の

国
勢
調
査
で

は

日

本
の

幾
人
ロ

の

五

〇
%
に

あ

た
る

五

千

常
人
の

人

口
が

市
に

､

そ

の

中
の

四

千

常
人
以

上

が

人

口

五

萬
人

以

上
の

市
に

居

住
し

て

い

て
､

一

九
五

〇
年
か

ら
一

九

五

五

年
に

い

た
る

期

間
に

人
口

の

増
加

率
が

人
口

百
常
人

以
上

で

は

五
一

･

四

%
､

人
口

が

五

十

萬
人
か

ら

百

常
人
ま
で

の

市
で

は
五

一

〇
四

%
､

人
口

が

五

首
人
か

ら

十
萬
人
の

市

で

は

四

九
･

一

%

に

な
っ

て

い

る

の

に

封
し
て

､

人
口

五

寓
以
上

の

市
の

外
で

生

活
し

て

い

る

人
口
が

一

二

二
ハ

%

減
少
し

て

い

る

こ

と

を

人
口
の

都
市
集
中
を

示
す
事
賓
と

し

て

挙
げ
て

い

る
｡

一

l

-

そ

れ
か

ら

第
三

に
､

一

九
二

〇

年
か

ら
一

九
五

五

年
に

い

た
る

期
間
の

野
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人
口
の

年
齢
構
成
が

社
食
経
済
の

過
渡
状
態
を

示
し

て

い

る
こ

と

を

説
い

て
､

｢

十
五

歳
未
満
の

人
口

ゐ

割
合
が

一

九
二

〇

年
に

三

六
･

五

%
､

一

九

四

〇
年
に

三

六
･

一

%
､

一

九
五

五

年
に

三

三

二
ハ

%

で

あ
っ

た

が
､

こ

の

率
は

朝

鮮
､

一
重
湾

､

イ
ン

ド
の

よ

う
な

農
業
国
の

人
口

に

見
出
さ

れ

る

ヽ

ヽ

そ

れ

よ

り

も

著
し

く
よ

り

低
い

が
､

西
洋
の

進
歩
し

た

工

業
国
に

見
出
さ

ヽ

ヽ

れ

る

そ

れ

よ

り

も

著
し

く

よ

り

高
い

｡

し
か

し

日

本
の

人
口

の

中
の

若
年

者
の

こ

れ

ら

の

比

率
と

そ

れ

ら
の

比

率
の

攣
化
と

は

西
洋
諸
国
で

以

前
に

起
っ

た

そ

れ

に

似
て

い

る
｡

十
五

歳
末

滴
の

人
口

の

割

合
は

一

八

七
一

年

に

は
ド

イ
ツ

で

三

四

二
二

%
､

英
国
で

三

六
･

一

%
で

あ
っ

た
｡

フ

ラ

ン

ス

で

は
こ

の

低
下
が

そ
れ

以

前
に

起
っ

て
一

八

五
一

年
に

十
五

歳
未
満
の

人
口

の

割
合
が

二

七

%
に

す
ぎ
な

か

っ

た
｡

け

れ

ど

も
一

九
三

〇
年
に

は

西
欧
の

大
抵
の

園
の

人

口

の

中
に

占
め
る

若
年
者
の

割
合
は
二

三

-
二

五

%
に

す
ぎ

な
か

っ

た
｡

そ
こ

で

最
近
の

数
十
年
の

日

本
の

人
口

構
造
は

西

洋
諸
国
の

半
世
紀
ま

た

は

そ

れ

以

前
の

そ

れ
に

比

較

す
る

こ

と

餅

で

き

る
｡

ま

た

六
五

歳
以
上
の

人
口

の

割
合
が

最
近
の

三

十
年
間
に

わ
た
っ

て

か

な

り
に

安
定
し

て

い

て
一

九
二

〇

年
に

も
一

九
五

五

年
に

も
五

二
二

%

で

あ
る

が
､

今
日

本
で

生

産
集
圃

に

扶
養
家
族
の

重
い

負
澹
を

掛
け
て

い

る

若
年
者
の

大
部
隊
が

成
熟
す
る

の

に

伴
れ

て

出
生

率
が

引

績
き

低
下
す

る

と

六

五

歳
以

上
の

人
口

の

割
合
が

増
加
せ

ざ

る

を

得
な
い

｡

そ
こ

で

過

去
の

趨

勢
が

将
来
も

硬
く

と

す
る

と

日

本
の

人
口

の

扶
養
家
族
集
圏
と

生

産
集
圏
と
の

問
の

割
合
が

若
年
者
の

比

率
の

低
下
と

老
年
者
の

比

率
の

増

加
と

に

よ
っ

て

均

衡
す
る

こ

と

に

な
る

｡

一

九
二

〇
年
か

ら
一

九
五

〇

年

ま

で

の

期
間
に

は

生

産
集
囲
に

掛
か

る

扶
養
家
族
の

負
捨
は

陰
り

攣
ら

な

か

っ

た
｡

一

五

歳
未
満
(

扶
養
若
年
者

)

で

あ

る

か

ま

た

は

六

五

歳
以

上

(

扶
養
老
年
者
)

で

ぁ

る

者
の

絶
入
口

中
に

占
め

る

割
合
は

完
二

〇
年

別

に

は

四
一

･

八

%
､

一

九

五
五

年
に

は

三

八
･

九
%

で

あ
っ

た
｡

け

れ

ど

も

漸
次
に

低
下
し

て

き

た
こ

と

を

注
意
し

な

く
て

は

な
ら

な
い
+

と

述
べ

て

い

る
｡

な
お

第
四

に

こ

の

期
問
に

は

豊
林
水
産

業
の

就
業
人
口

の

割
合
が

減
少

し
た

の

に

封
し

て

エ

業
､

商

業
､

輪
途
業

､

通
信
業
の

就
業
人
口

の

割
合

が

増
加
し
た

こ

と

を

指
摘
し

て

い

る
｡

そ

れ

に

よ
る

と
､

一

九
二

〇
年
か

ら
一

九
四

〇
年
ま
で

の

期
間
に

は

農
業
人
口

の

比

較
的
に

攣
ら

な
か

っ

た

の

に

封
し
て

農
業
以

外
で

か

れ

ら
の

生

計
の

資
を

得
る

就
業
者
の

敷
も

比

率
も

急
速
に

増
加
し

た
｡

真
美
の

就
業
人
口

は
一

九
二

〇
年
に

も
一

九
三

〇

年
に

も
一

三

四

〇
寓
人

､

一

九
四

〇
年
に

は

二

三

四

〇

常

人

で

あ
っ

た
｡

け

れ

ど

も

就
業
者
と
し

て

報
告
さ

れ

て

い

る

帝
人
の

大
き
い

部
分
が

農

業
で

働
い

て

い

る

の

で

こ

の

低
減
は

賓
際
に

起
っ

た

欒
化
を

過
小
に

示

し

て

い

る
｡

農
業
に

就
業
し

て

い

る

男
子
の

数
は

一

九
二

〇
年
の

七

五

〇

萬
人
か

ら
一

九

四

〇

年
に

は
六
三

〇
常
人
に

減
少
し

て

そ

の

比

率
が

一

九

二

〇
年
の

四

四

%
か

ら
一

九

四

〇
年
の

三

二

%
に

低
下
し

て

い

る
｡

ま

た

戦
後
の

農
業
へ

の

復
辟
も

一

時
的
の

も
の

で

限
ら
れ

て

い

た
｡

一

九

四

七

年
に

は

農
業
の

男
子

努
働
力
の

比

率
が

三

九
%
で

一

九

四

〇
年
の

三

二

%

よ

鴻

も

大
き
い

が
､

し

か

し
一

九
三

〇

年
の

四

〇
%
と

ほ

ぼ

同
じ

で

あ

る
｡

一

九

四
七

年
か

ち
一

九
五

五

年
ま

で

の

期

間
に

は

非
農
業
の

経
済
部
門
が

急
速
に

快
復
し

て
､

一

九
五

五

年
に

は

男
子

螢

働
カ
の

中
で

農
業
に

従
事

ヽ

ヽ

し

て

い

た

の

は

三

〇
%

よ

り

も

よ

り

少
か

っ

た
｡

+

そ

し
て

最
後
に

こ

の

時
期
の

家
族
の

状
態
の

壁
化
に

つ

い

て
､

｢

一

九

三

〇
年
か

ら
一

九
五

〇
年
に

い

七

る

期

間
に

は

私
世
帯
の

中
で

親
族
者
と



し
て

生

活
し

て

い

る

者
の

割

合
が

増
加
し

た
た

め
に

､

そ

れ

以

外
の

者
の

数
が

総
人
口

が

八

三

二

〇
寓
人
で

あ
っ

た
一

九
五

〇
年
に

一

九
三

〇

年
の

ヽ

ヽ

そ

れ

よ

り
も

よ

り

少
く

て
､

準
世

帯
に

生

活
し

て

い

る

者
が

一

九
三

〇

年

の

四
一

〇
萬
人
か

ら
一

九
五

〇

年
の

一

六

〇
寓
人

に

低

減
す

る

と

同

時

に
､

他
人
の

世
帯
の

中
の

非
親
族

者
が

一

九
三

〇
年
の

四
一

〇
商
人
か

ら

一

九
五

〇
年
の

一

四

〇

萬
人
に

低
滅
し
て

い

る
｡

ま
た

畢
身
世
帯
の

数
は

一

九
三

〇
年
に

は

六

九

萬
四

千
､

一

九
五

〇
年
に

は

八
八

萬
九
千

､

一

九

五

五

年
に

は

五

九
寓
六

千

で

あ
っ

た
の

で

家
族
か

ら

離
れ

て

生

活
す
る

こ

と
を

要
求
す
る

よ

う
な

個
人
主

義
が

増
大
し
て

い

る

讃
左
は

な
い
+

と

述

べ

て

い

る
｡

･

移

動
に

つ

い

て

分
析
を

行
っ

て

い

る

第
三

部
で

は
､

｢

移
動

率
は

濁
立

し
て

労
働
市
場
に

入

る

こ

ト

を

許
す

年
齢
に

到
達
し

た

後
に

急
速
に

増
加

し
て

成
年
の

初
め
に

頂
鮎
に

達
し

て

老

年
に

な
る

と

故
郷
に

移
動
す
る
+

こ

と

を

指
摘
し

た

後
に

､

｢

移
出
地

域
の

成
年
者
は

家
族
扶
養
の

重
い

負

櫓
を

負
っ

て

い

る
｡

工

業
地

域
の

一

人

あ

た

り
の

生

産
性
が

よ

り

高
い

こ

ヽ

ヽ

と
は

生

産
年
齢
者

一

人
あ

た

り
の

幼
少
者

､

老
年
者
の

比

率
の

よ

り

低
い

こ

と
に

闇
係
が

あ

る
｡

農
村
地

域
と

都
市
地

域
と
の

問
の

構
造
の

差
異
も

諸
産
業
群
の

間
の

構
造
の

差
異
も

移
動
だ

け
に

責
を

節
す
る

こ

と

は

で

き

許

な
い

ゥ

け
れ

ど

も

住
民

の

移
動

､

家
族
形
成

､

子
供
の

出
産
養
育

､

生

命

( 7 3 ) 書

の

長
さ

､

死
亡
の

頻
度
は

個
人
の

生

酒
と

集
国
文
化
と
に

関
係
の

あ
る

面

ヽ

ヽ

で

あ
る

｡

経
済
上
の

横
合
の

よ

り

大
き
い

こ

と
､

生

活
水
準
の

よ

り

高
い

こ

と
､

死
亡

率
の

低
下

､

結
婚
の

延
期

､

再
生

産
の

制
限
が

流
入
地

域
の

特
徴
で

あ
る
+

と

説
い

て

い

る
｡

ま

た

移
動
が

日

本
の

農
業
地

域
の

｢

人
口

増

加
の

問
題
+

の

解
決
に

ど

れ

だ

け

寄
興
し

た

か

に

つ

い

て

は
､

｢

農
業

騒
か

ら
の

純

移

出
は

一

九
二

〇
年
代
に

は

そ

の

自
然
増
加
の

三

分
の

一

強
､

一

九
三

〇
年
か

ら
一

九
三

五

年
ま
で

の

期
間
に

は

五

分
の

二

に

す
ぎ
な
か

っ

た
こ

と
､

人
口
一

〇
〇

人
あ

た
り

の

純
移
住
率
が

農

業
牌
で

は
一

九
二

〇
-

一

九
二

五

年
に

は

三
･

一
二

､

一

九
二

五

-
一

九

三

〇
年
に

二
･

八
､

一

九
三

〇
-

一

九

三

五

年
に

三
･

五
､

一

九
三

五
･

1
一

九

四

〇

年
に

四
･

六
､

一

九
五

〇
-

一

九

五

五

年
に

五
･

〇
で

あ
っ

た
こ

と

を

指
摘
し
て

､

｢

こ

の

よ

う
に

絶
え

ず

移
動
が

行
わ

れ

た
こ

と

は

日

本
の

農
業
地

域
の

人
口

増
加
の

問
題
を

除
去

し

な
か

っ

た
｡

一

世
紀
に

わ

た

る

移
出
は

た

し
か

に

第
一

次
に

は

農
村
人

口

の

激
増
す
る

こ

と

を

妨
げ

る
の

に

役
立
っ

て

き

た
｡

こ

れ

が

主
た

る

成

果
で

あ
る

が
､

し

か

し

そ

れ

は

そ

れ

自

身
の

領
土
の

内
で

人
口

増
加
と

経

済
横
合
と

の

間
の

或
る

均
衡
を

達
成
し

な

く
て

は

な

ら

な
い

工

業
化
し

て

い

る

社
食
の

充
分
な

調
整
を

示
さ

な

か
っ

た
+

と

説
い

て

い

る
｡

ま

た

北
海
道

､

樺
太

､

南
洋
群
島
の

開
拓
植
民
の

移
動
に

つ

い

て

も

詳

細
な

分
析
を

行
っ

た

後
に

､

｢

北
海
道
も

樺
太

も

南
洋
群
島
も

網

密
に

定

住
し
て

い

る

地

域
の

人
口

歴
力
の

問
題
の

解

決
策
と

し
て

の

開
拓
植
民
に

限
界
の

あ

る

こ

と

を

ほ

と

ん

ど

完
全
に

例
讃
し
て

い

る
｡

移
住
者
は

日

本

の

後
れ

た

農
業
地

域
か

ら

補
給
さ

れ

た
の

で
､

か

れ

ら
は

こ

れ

ら

の

地

域

の

出
生

率
を

か

れ

ら

の

移
住
先
の

地

域
に

移
し

た
｡

一

九
二

〇
年
に

は

北

海
道
の

三

二
二

の

粗
再
生

産

率
を

凌
い

だ

の

は

青
森
願
の

三
･

四

だ

け

で

あ
っ

た
｡

ま

た
一

九
三

五

年
に

も

そ

れ
の

二

･

七
の

阻
生

産
率
を

凌
い

だ

の

は

東
北
地

方
四

煩
の

そ

れ

だ

け
で

あ
っ

た
｡

出
生

率
は

開
拓
地

の

住
居

と

職
業
と

の

特
徴
の

差
異
に

関

係
が

あ
っ

て

そ

れ

は
日

本
の

他
の

所
で

作

用
し
て

い

る

の

と

同
一

の

引
下
げ
る

カ
の

作
用
を

免
が

れ

て

い

な
い

｡

樺
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大
の

よ

り
工

業
化
し

た

開
拓
地

で

は

粗
生

産

率
が

一

九
三

〇
年
に

も
一

九

三

五

年
に

旦
一

･

七
で

あ
っ

た
｡

南
洋
群
島
で

は

琉
球
そ
の

他
の

西
南
日

本
か

ら
の

移
住
者
の

出
生

率
は

繭
大
戦

間
の

時
期
を

通
じ
て

人
口

千
に

つ

き

五

〇
前
後
に

止
っ

七
い

た

二
九
二

〇
年
代

一

九
三

〇
年
代
を

通
じ

て

市
と

非
烏
菜
の

仕
事
へ

の

移
動
が

多
大
で

あ
っ

た

北
海
道
で

は

出
生

率
が

一

貫
し
て

む

し

ろ

急
速
に

低
下
し

た
｡

け

れ

ど

も

死
亡

率
が

た

と

え
こ

の

時
期
の

や

や

高
い

水
準
に

止
っ

て

い

た
に

し
て

も

純
再
生

産
率

が
一

に

ま

で

低
下
す
る

ま

で

に

は

数
十

年
掛
か

る

と

思
わ

れ

る
｡

移

動
者
と

移
動
者
の

子
供
と

が

極
北
部
と

極
南
部
と
に

植
民
し
て

い

た

他
の

一

面
で

､

他
の

移
動
者
が

大

都
市
と
工

業
化
し
て

い

る

地

域
と

に

移
､

勤
し

て

い

た
｡

東
京
は

元
来
北

方
の

諸
島
に

移
住
し

た
の

も

同
一

の

地

域

で

あ

る

東
北
日

本
の

農
業
地

域
の

剰
鎗
の

青
年
の

不

断
の

移
入

に

よ
っ

て

大
き

く

な
っ

た
｡

け
れ

ど

も

東
京
で

は

農
村
の

移
入

者
は
か

れ
の

出
身
地

域
の

結
婚
の

型
と

剰
徐
再
生

産
と

を

修
正

し

て

か

れ
の

移
入

し

た

都
市
地

域
の

そ

れ

ら

の

も

の

を

採
用
し

た
｡

東
京
の

粗
再
生

産
率
は

一

九
二

〇

年

に

二

二
一

､

一

九
三

五

年
に

一

･

七

で

あ
っ

た
｡

農
業
地

域
の

剰
除
人
口

が

移
出
し

た

こ

と

は

そ
の

移
動
者
の

行
先
が

ど

こ

で

あ
っ

た
に

し

て

も
土

地

に

封
す
る

人
口

の

歴
迫
を

少
く

し

た
｡

大
都

市
と

開
拓
地

域
と

で

農
村
移
動
者
の

労
働
を

生

産
的
に

使
用
し

た
こ

と

は

国
富
を

増
加
す
る

こ

と
に

も

全
饅
と

し
て

の

国
民
に

つ

い

て

人
口

と

資
源

と
の

問
の

釣
合
を

改
善
す
る

こ

と

に

も

寄
興
し

た
｡

し
か

し

結
局
の

評
償

に

と
っ

て

緊
要
な

問
題
は

農
業
移
動
封
工

業
移

動
を

生

ず
る

出
生

率
が

低

下
し
て

潜
在
努
働
力
が

減
少
す
る

程
度
で

あ
る

｡

日

本
で

は

開
拓
地

移
住

の

仝
周
出
生

率
低
下
に

対
す
る

笥
輿
は

限
ら

れ

て

い

た
｡

北
部
と

南
部
と

に

横
大
し

て

い

る

開
拓
地
へ

の

移
住
者
は

か

れ

ら
の

出
身
地
の

農
業
地

域

柑

の

高
い

出
生

率
を

そ

の

ま

ま

維
持
し

て

い

た
〇

饅

展
し

て

い

る

開
拓
地
の

り
～

住
民
も

ま

た

工

業
化
し

て

い

る

社
食
の

経
済
の

腰
迫
も

文
化
の

欒
化
も

免

が

れ

な
か

っ

た
｡

農
業
植
民

と

開
拓
地
の

携
張
と

は

経
済
が

急
速
に

蜃
展
し
て

い

る

時
期

の

人
口

の

緩
和
剤
で

あ
っ

た
｡

一

度
占
有
さ

れ

る

と

開
拓
地
は

そ

れ

に

代

ヽ

ヽ

っ

て

よ

り

網
密
に

定
住
し

て

い

る

地

域
の

剰
徐
人
口

を

吸

収
す
る

こ

と
の

で

き

る

都
市
ま

た

は
さ

ら

に

他
の

開
拓
地

域
に

さ

ら

に

出
口

を

見
出
さ

な

い

と

潜
在
人
口

歴
迫
の

地

域
に

な

る
｡

明

治
維
新
以

後
の

四

分
の

三

世
紀

の

日

本
の

人
口

の

蜃
展
は
工

業
化
と

農
業
者
の

間
に

都
市
の

様
式
と

評
贋

ヽ

ヽ

と
の

普
及
す
る
こ

と

と
が

農
業
植
民
と

開
拓
地
の

横
張
よ

り

も

よ

り

効
果

の

あ
る

人
口

塵
力
低
減
方
策
で

あ
っ

た
こ

と

を

示

し
て

い

る
+

と

説
い

て

い

る
｡

『

自
然
運

動
』

と

題
し
た

第
六

部
で

は

ま

ず

丁

九
二

〇

年
以
降
に

結
婚

の

延

期
と

､

と

く
に

出
生

率
の

低
下
と

の

傾
向
が

生

じ

て

い

る
こ

と

を

指

摘
す
る

と
と

も
に

､

そ

の

原

因
が

工

業
化
と

都
市
化
と
に

あ
る

こ

と

を

主

張
し

て
､

｢

工

業
化
と

都
市
化
と
に

伴
れ
て

出
生

率
が

低
下
し

た

の

は

非

人

蒋
の

欒
革
の

力
に

住
民
が

一

様
に

應
え

た
こ

と

で

あ
っ

た
｡

出
生

率
は

新
し
い

力
が

生

活
状
態
と

制
度
と

住
民
の

態
度
と

評
債
と

を

欒
更
し

た

限

り
に

お

い

て

低
下
し

た
｡

生

活
思
考
方

法
が

引
額
き

曹
時
の

も
の

で

あ
っ

た

場
合
に

は

出
生

率
の

低
下
が

僅
か

で

あ
っ

た
｡

日

本
帝
国
の

晩

年
に

は

昔
の

文
化
が

そ

れ
の

過

多
な

再
生

産
の

剰
徐
を

伴
っ

て

た

だ

遠
隔
の

村
の

農
業
者
の

間
に

だ

け
で

は

な

く
て

､

ま
た

以

前
の

農
業
者
が

家

族
単
位
と

し
て

働
い

て

い

て

『

都
市
』

生

活
の

腰
魔
の

中
に

歴
史
的
文
化
の

身
分
構
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造
と

評
慣
と

を

保
存
し
て

い

る

大
都
市
の

貧
民

窟
に

生

き

残
っ

て

い

た
｡

ま

た

出
生

率
の

低
下
の

速
さ

も

個
人
と

家
族
に

影
響
し

た

経
済
文
化
の

攣

革
の

程
度
に

関
係
が

あ
っ

た
｡

文
化
環
境
と

評

債
と

に

解
れ

な
か
っ

た
工

業
の

仕
事
も

都
市
の

居
住
も

出
生

率
の

上

に

は

繰
り

影
響
が

な
か
っ

た
｡

エ

業
化
と

都
市
化
と

が

餞
展
す
る

の

に

伴
れ
て

そ

れ

に

よ
っ

て

直
接
ま
た

は

間
接
に

影
響
さ

れ

た

人
口

の

割
合
が

増
大
し

た
｡

経
済
の

不

充

分
と

文

ヽ

ヽ

化
の

安
定
と

知
識
の

静
止

と

高
い

出
生

率
と
が

層
一

層
よ

り

限
ら

れ

た

集

圃
の

間
の

生

活
と

評
慣
と

の

結
び
つ

い

た

合
成
物
に

な
っ

た
｡

経
済
文
化

の

欒
革
は

地

理

上
の

地

域
ま

た

は

職
業
も

し

く

は

社

食
構
造
に

限
ら

れ

な

か
っ

た
｡

出
生

率
の

低
下
が

エ

美
化
と

都
市
化
と
の

必

然
の

相
関
物
で

あ

る
こ

と

を

日

本
の

経
験
が

示
し

て

い

る

と
い

う
の

は
こ

の

意
味
に

お
い

て

で

あ
っ

た
+

と

述
べ

て

い

る
｡

ま

た

出
生

率
と

同
様
に

死
亡

率
も

ま

た

｢

九
二

〇

年
以

降
に

低
下
の

傾

向
を

示
し
て

い

る
こ

と

も

ま
た

同
様
に

工

業
化
と

都
市
化
と
の

結
果
で

あ

る
こ

と

を

主

張
し
て

､

エ

業
化
と

都
市
化
と

が

進
展
す
る

の

に

伴
れ

て
一

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

人
あ

た

り
の

生
産
物
が

増
加
し
て

食
料
が

よ

り

充
分
に

よ

り

規
則
的
に

供

給
さ

れ

る
こ

と

に

な
っ

た

と

と

も
に

､

育
兄
法
が

改
善
さ

れ

公

衆
衛
生

も

ヽ

ヽ

■
瞥
療
も

よ

り

充
分
に

行
わ

れ
る

よ

う
に

な
っ

た

こ

と

を

指
摘
し

て

い

る
｡

許

な

お

本
書
は
こ

れ

に

覆
い

て

第
六

部
で

今
次
大
戦
中
の

人
口

動
態
の

分

析
を

､

ま

た

第
七

部
で

こ

れ

ま

で

に

わ
が

国
で

行
わ

れ

た

人
口

政
策
の

記

述
を

行
っ

た

後
に

､

最
後
に

『

過
去
と

将
来
』

と

題
し

た

第
八

部
で

は

と

く

に

前
述
の

出
生

率
と

死
亡
率
と

が

低
下
し

た

結
果
と

し

て

過

渡
的
に

起

っ

て

い

る

｢

生

産
年
齢
人
口

の

増
加
が

事
情
を

困
難
に

も

危
険
に

も
し

て

い

る
+

と

説
い

て

い

る
｡

け

れ

ど

も

出
生

率
と

死
亡
率
と

が

低
下
し

て

生

産
年
齢
人
口

の

割
合
が

大
き

く

な
っ

て
､

老
低
非
生

産
年
齢
人
口

の

割
合
が

低
下
し
て

生

産
人
口

の

負
婚
の

少
く

な
る

こ

と

が

何
故
に

日

本
の

事
情
を

困
難
に

も

危
険
に

も

す
る
か

が

明
か

に

さ

れ
て

い

な
い

が
､

こ

れ

は
こ

の

著
者
が

人
口

統
計
学

着
で

あ
る

た

め
で

あ
る

と

思
わ

れ

る
｡

こ

の

書
は

そ

れ

が

利
用
し

得
る

限

り

に

お
い

て

過
去
現
在
に

わ

た

る

わ

が

国
の

人
口

統
計
を

用
い

て

そ
れ

を

き

わ

め
て

詳
細
に

分
析
し

て

い

る

と

い

う
意
味
で

､

た

し
か

に

優
れ
て

も

い

れ

ば

ま

た

便
利
で

も
. あ

る

書
で

あ

る

と

言
う
こ

と

が

で

き
る

｡

し
か

し

こ

の

苔
は

他
の

一

面
で

理

論
の

鮎
で

き

わ

め

て

不

完
全
で

あ
る

と

言
わ

ざ

る

を

得
な
い

｡

エ

業
化
と

都
市
化
と

が

行
わ

れ

る

と

何

故
に

出
生

率
が

低

下

す
る

こ

と
に

な
る

の

か

も
､

農
業
人
口

が

何
故
に

増
加
す
る

こ

と
が

で

き

な
い

で

農
村
の

追
加
人
口

が

流
出
せ

ざ

る

を

得
な

い

こ

と

に

な

る

か

も
､

人
口
が

増
加
す
る

の

に

伴
れ

て
一

人
あ

た

り
の

資
質
所
得
が

高
く
な

っ

て

き

た
の

に

人
口

の

増
加
が

何
故
に

事
情
を

困
難
に

す
る

か

も

す
べ

て

明

か

に

さ

れ

て

い

な
い

｡

こ

の

意
味
で

本
書
は

日

本
の

人
口

問
題
の

理

解

に

と
っ

て

大
き
い

映
鮎
を

持
っ

て

い

る

と

言
う
こ

と

が

で

き
る

｡

(

一

橋
大

準

教
授
)
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